
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 213 

令和５年度 地歴公民科 

 

教科 地歴公民 科目 政治経済 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高校政治・経済」新訂版 （実教出版） 

副教材等 
政治・経済資料２０２２ （東京法令出版株式会社） 

ニューコンパスノート政治経済（東京法令出版株式会社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１、教科書・副教材を毎時間持参すること。 

２、授業では、板書事項を写すだけでなく、説明・発問等の内容をメモすることによって、１時間

の授業内容すべてを理解すること。 

３、常にニュース、特に政治経済・国際関係分野をチェックし、授業内容と照らし合わせて理解し、

自らの意見を持てるようにすること。授業では時事問題を取り上げます。 

４、随時、レポート作成や発表などの課題に取り組むこと。 

５、受験対応として、ニューコンパスノートを用いて、各自で練習問題に取り組むこと。 

２ 学習の到達目標 

１、民主主義の本質を理解し、広い視野から現代の政治・経済・国際関係について理解する力を身

につけさせる。 

２、政治・経済・国際関係などに関する諸課題を主体的に考察する力をつけさせる。 

３、公正な判断力を養い、政治経済に関する主体的な判断・意見をもつ良識な公民としての必要な

能力と態度を育む。 

４、昨今における民族・宗教・領土問題などを取り上げ、理解を深めていく。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 現代の政治、経済、

国際問題について感心

を持ち、意欲的に課題

を追求する。 

国家・社会の一員とし

て民主的な社会生活の

実現等を考察する。 

 現代の政治、経済、

国際関係等から課題を

見出し、その本質、解

決法について広い視野

にたって考察し、社会

の変化や様々な立場を

踏まえ公正に判断し、

適切に表現している。 

 判例、法令の条文、

具体的事件・出来事の

課題、問題性を学習内

容と関連付けながら

考察し、自らの意見を

持てるようになる。 

 学習内容の基本的

な事柄を理解し、その

知識を身に付ける。 

評
価
方
法 

定期考査 

小テスト 

ノート・プリント提出 

レポート提出・発表 

生徒観察 

定期考査 

小テスト 

ノート・プリント提出 

レポート提出・発表 

生徒観察 

レポート提出・発表 

長期休暇中の課題等

で、政治経済に関する

諸問題を自ら考え、意

見を述べる、発表す

る。 

生徒観察 

定期考査 

小テスト 

ノート・プリント提出 

生徒観察 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

第
１
篇 

第
１
章
・第
２
章 

民主政治の基本原理 

日本国憲法の基本的性格 

日本国憲法の成立 

平和主義 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a:民主主義の歴史や日本国憲

法の成立過程、平和主義など

の基本原則に対して興味や

関心を抱いている。 

b:西洋で発達した民主主義の

原理と日本の政治制度との

関連を考察している。大日本

帝国憲法と日本国憲法を比

較し、民主主義の実現を目指

す憲法の必要性について考

察できている。 

c:民主主義の確立に関する歴

史的な宣言や憲章の内容や

平和主義に関する事象を確

認し、具体的事例や情報を

様々な手段を使い収集して

いる。 

d：今日の国際関係の歴史的経

緯を認識し、特に領土問題を

時事問題とも関連付けなが

ら、平和的解決の努力を理解

させる。 

定期考査 

中間 

期末 

小テスト 

ノート提出 

プリント提出 

レポート 

提出・発表 

 

第
１
篇 

第
２
章 

日本国憲法の基本的性格 

 基本的人権の保障 

 人権のひろがり 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a: 民主主義、日本国憲法、平

和主義に関する基本的な知

識を有し、現実の課題に対す

る多面的な理解を示してい

る。 

b:憲法条規上の基本的人権の

規定と現実の状況・問題とを

比較し考察している。またそ

の過程や結果を様々な方法

で適切に表現している。 

c:人権問題に関する具体的事

例や情報を様々な手段を使

い収集している。 

d: 人権問題に関する基本的な

知識を有し、現実の課題に対

する多面的な理解を示して

いる。 

定期考査 

中間 

期末 

小テスト 

ノート提出 

プリント提出 

レポート 

提出・発表 



 

※令和３年度以前入学生用 

２
学
期 

第
１
篇 

第
３
章
・第
４
章
・第
５
章 

日本の政治機構 

現代日本の政治 

現代の国際政治 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:国会・内閣・裁判所・地方自

治、選挙制度、国際政治など

の基本原則に対して興味や

関心を抱いている。 

b:憲法条規上の三権の規定と

現実の状況・問題とを比較し

考察している。またその過程

や結果を様々な方法で適切

に表現している。 

c:国会・内閣・裁判所・地方自

治、選挙制度、国際政治など

に関する具体的事例や情報

を様々な手段を使い収集し

ている。 

d: 国会・内閣・裁判所・地方

自治、選挙制度、国際政治に

関する基本的な知識を有し、

現実の課題に対する多面的

な理解を示している。特に、

現実の領土問題の本質を捉

え、平和的解決に向けての努

力を理解する。 

定期考査 

小テスト 

ノート提出 

プリント提出 

レポート 

提出・発表 

３
学
期 

第
３
編 

 

現代社会の諸課題 〇 〇 〇 〇 a１年間で学習してきた内容を

自らの行動・意思に反映でき

るようになる。 

ｂ具体的自分自身の考えを表

明できている。 

ｃ１年間で学習した内容と現

実の諸問題とに関連付ける

ことができている。 

ｄ政治経済に関する基本的な

知識を有し、現実の課題に対

する多面的な理解を示して

いる。 

小テスト 

ノート提出 

プリント提出 

レポート 

提出・発表 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


